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平成24年度工芸技術記録映画35ミリ．カラー・34分

企画文化庁／製作日経映像
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樫は、材質が堅く強靭で、何より木目が美しい。
くり もの

「剖物」の構想には、こう作りたいという強い思いがなけれ

ばならない。心に浮かんだのは、花の形。
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放射状に16等分し、その形の一枚を型紙とし、8枚の花弁を

持つ花形の盛器を作る。縁の厚みと側面、それに底の広さ、

これを型紙で描き込んでいく墨付け。

．】 戸 .■

戸

エニ

ー

~丁

●荒彫り

ハンマーで丸鑿をllllき込む。

村山の頭の中には、完成した器の形状が、既に描き出されて

いるのだ。彫り進める中で、形を手直しするとヌエのような

姿になると村111は言う。

●底ざらいと見込みの意匠
まめがんな つきのみ

豆鉋で底をさらい、突鑿で底までの高さを均一にしていく。

IIfび、型紙を取り出し、見込みに稜線の位i尚を描く。正確に

8等分の割り付けをしながら、線の仕上げはフリーハンドで。

●意匠号りり

見込みの曲線から側面の稜線へ流れを連続させる。
きわ こてのみ

小刀が、際を切り出す。細く深く彫るときは、饅鑿を使う。

●裏面の彫り

ハンマーは、微妙にその位置を変え、ノミの同じ場所を叩

かない。その動きで刃先をコントロールしている。

手で触った感触が大事だという。機械の正確さではなく、

人間のl lと、手で感じたもの、それが、人が使う品物を作る

時には欠かせない。一



●側面と縁の造形

伝統的な輪花形の意匠を基本に､そこに村山が工夫してきた

稜線を加える。見込みから縁に至る斜面をつなげるように。

内と外の二つの世界を結ぶ上縁、ここに向かって伸びる稜

線が、広がりを生み出す。
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●牟謹のｽテズリ
①生漆を刷毛でまんべんなくのせていくステズリ。次に、
ひのき す むろ

②桧のへらを使って木地に漆を摺り込む。③水を打った室に

一晩入れる｡漆は､一定の温度と湿度の中で化学変化を起こし、

硬く締まっていく。

さびうるし

●水研ぎと錆漆の目止め

目の粗い180番から、非常に細かい500番までの耐水性の紙

やすりを使って水研ぎをする。京都特産の砥石を粉にした砥

の粉を生漆に混ぜた錆漆｡その錆漆で木I Iの細かいところまで、

目止めする。

●水研ぎ

やや目の細かい320番の紙やすりによる水研ぎ。稜線の左

右を根気よく削り、滑らかな曲面にしていく。切れそうなほ

どシャープな稜線を、柔らかく、ぬくもりのある美しいライ

ンへと変えていく。

●裁議
生漆を刷毛で摺り込んで木綿の布で拭き､半日ほど乾かした後、

目の細かい500番の紙やすりで水研ぎ｡2時間ほどおいて生漆を摺
すみこ

り込む｡布で拭き､半II､室に入れる｡仕上げの炭粉研ぎの後､さら

に生漆を3回途り重ねては拭き､炭粉で研ぐ。
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●完成作品
けやきふきうるしりんか もり き

「樫拭漆輪華盛器」。 l l本の大地で生き抜いてきた樫は

今、伝統のわざによって生まれ変わった。
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村山明（むらやまあきら）
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昭和19年

昭和41年

兵庫雌尼崎市生まれ

京都11j立美術大学（現京都1II立芸術大学）卒業、

黒田辰秋に師事する

第17111旧本伝統l芸腱で「搾拭漆文庫」が朝l l新|珊社賞受賞

ロンドンのヴィクトリア．アンド・アルバート博物館に

「樫拭漆盤」が収蔵される

嘔要熈形文化財「木工芸」保持背に認定される

昭和45年

平成元年

､F成15年
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